
法律論叢第 67 巻 4・5・6 合併号 

（山本進一教授古稀記念論文集） 

1995 年 3 月 25 日刊行 

              掲 載 内 容 【論説】         （頁数） 

 
第一部 公 法 学   

 

受刑者の憲法上の地位――アメリカにおける面会、郵便、宗教等 

の判例検討を中心として――・・・・・・・・・・・・・・・・・菊 田 幸 一  （3） 

大学院等の設置認可と行政手続・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 田中舘 照 橘 （33） 

スウェーデン政党補助の憲法実態・・・・・・・・・・・・・・・  野 上 修 市  （63） 

刑法における最強のレトリックとしての勿論解釈 

 ――対象理論的アプローチ――・・・・・・・・・・・・・・・  増 田  豊   （99） 

労働法と和解・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  松 岡 三 郎 （131） 

 
第二部 私 法 学   

 

流動集合債権群譲渡担保・序論・・・・・・・・・・・・・・・・・ 伊 藤  進 （167） 

内縁配偶者の死亡と財産分与請求・・・・・・・・・・・・・・・・ 鍛 冶 良 堅（193） 

示談後の損害の増大と示談の拘束力 

――新たな法的アプローチについての提唱と検討――・・・・・・ 神 田 英 明（217） 

株主名簿の閲覧・謄写請求権の行使と正当目的・・・・・・・・・・ 三 枝 一 雄（243） 

搭乗者傷害保険金と損益相殺・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 坂 口 光 男（263） 

オーストリー民訴法の「一体の訴訟当事者」について・・・・・・・ 髙 地 茂 世（295） 

法律行為“無効”の細分化・類型化 

 ――再検討のための中間視点――・・・・・・・・・・・・・・・ 椿  壽 夫 （313） 

現代型長期間契約の一断面 

 ――基本契約・個別契約の意義と両者の関係を中心として――・・ 橋 本 恭 宏（339） 

契約責任と第三者 ――フランス法における契約責任と 

不法行為責任の接点（その二）――・・・・・・・・・・・・・・ 平 野 裕 之（367） 

従業員持株制度における株式買戻・・・・・・・・・・・・・・・・ 南 保 勝 美（399） 

   

 第三部 基 礎 法 学   
 

フランス中世慣習法における反対証書の規制・・・・・・・・・・・・ 上 井 長 久（425） 

中世後期・近世ドイツにおける都市・農村共同体と社会的規律化・・・ 千 葉 徳 夫（455） 

五人の騎士事件とマグナ・カルタ二九條・・・・・・・・・・・・・・ 松 平 光 央（475） 

明治六年大政官第二一号布告と嫡出子・・・・・・・・・・・・・・・・村 上 一 博（513） 

 

山本進一教授略歴及び著作目録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ （535） 

 

 

※論文は、第一、二、三部に大別し、著者の五十音順に配列 
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